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上上上上津江津江津江津江アンケート調査アンケート調査アンケート調査アンケート調査結果結果結果結果    

 

１．調査目的 

地域で暮らしていくために、「重要」と思うことと、「満足」していることの評価、また、

困りごとや、困っている人を手伝えることなどについて、今後のまちづくりの参考とする

ため、１６歳以上の方を対象にアンケートを実施する。 

 

２．調査要領 

 （１）調査対象者  上津江在住の１６歳以上の方（施設等に入所している方、並びに 

現在市内に居住されていない方は除く） 

 （２）調査期間   平成 29 年 4 月 26 日（水）～5 月 15 日（月） 

（３）内容     上津江地域の暮らしについて調査。設問は別紙のとおり。 

 

３．調査実績 

調査数：361 世帯 735 名 

回答数：574 名（回答率 78.1％） 

 川原自治会  145 名（回答率 75.5％） 

 都留自治会  134 名（回答率 75.7％） 

 上野田自治会 194 名（回答率 82.6％） 

 雉谷自治会  101 名（回答率 77.1％） 

     ※内訳は別紙のとおり 
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４．調査結果 

（１）回答者属性 

①【性別】 

 

回答者の性別は、男性が 237 人で約 48％、女性が 301 人で約 52％であった。 

 

 

図 回答者の性別 

②【年齢】 

 

回答者の多くは高齢者であり、60 代以上は 373 人で約 65％であった。 

 

 

図 回答者の年代 

項目 男 女 その他 未回答

人数 273人 301人 0人 0人

％ 48% 52% 0% 0%

48%

52%

0% 0%

男

女

その他

未回答

項目 10代 20代 30代 40代 50代

人数 9人 19人 25人 59人 87人

％ 2% 3% 4% 10% 15%

60代 70代 80代 90代以上 未回答

130人 124人 105人 14人 2人

23% 22% 18% 3% 0%

2%

3%

4%

10%

15%

23%

22%

18%

3%

0%

10代

20代

30代

40代

50代

60代

70代

80代

90代以上

未回答

回答者の多くは高齢者であり、60 代以上は約 7 割であった。 

回答者の性別は、男女比率がほぼ等しかった。 
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③【自動車運転免許証】 

 

回答者のうち、自動車の運転免許証について、無い、返納済みと回答したのは合わ

せて 134 人で約 24％だった。また、年代別に見ると、10 代、80 代、90 代以上につ

いては、所有していない比率が所有している比率を上回っている。 

 

 

図 回答者の自動車運転免許証の有無 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目 有る 無い 返納済 未回答

人数 438人 123人 11人 2人

％ 76% 22% 2% 0%

76%

22%

2% 0%

有る

無い

返納済

未回答

人数 ％ 人数 ％ 人数 ％

10代 2 22% 7 78% 0 0% 9

20代 19 100% 0 0% 0 0% 19

30代 23 96% 1 4% 0 0% 24

40代 57 97% 2 3% 0 0% 59

50代 86 99% 1 1% 0 0% 87

60代 124 95% 6 5% 0 0% 130

70代 88 71% 35 28% 1 1% 124

80代 36 34% 61 58% 8 8% 105

90代以上 1 8% 10 77% 2 15% 13

未回答 2 100% 0 0% 0 0% 2

合計

免許がある 免許がない 返納済み

年代

回答者の約 2 割が自動車運転免許証を所有していない。 
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④【上津江地域在住期間】 

 

生まれてからずっと住まわれている方が 322 人で約 56％、転入後 8 年以上住まわれ

ている方が 203 人で約 35％であった。 

 

 

図 回答者の上津江地域在住期間 

 

⑤【世帯の構成】 

 

世帯構成についてみると、単身が 92 人で約 16％、同居している世帯は、親子（2 世

代）が 219 人で約 38％、次いで夫婦が 159 人で約 28％、親子（3 世代）が 84 人で

約 15％であった。 

 

 

図 回答者の世帯構成 

項目
生まれてからずっと

転入1年 転入2年 転入3年 転入4年

人数 322人 9人 4人 5人 9人

％ 56% 2% 1% 1% 2%

転入5年 転入6年 転入7年 転入8年以上 未回答

7人 1人 6人 203人 8人

1% 0% 1% 35% 1%

56%

2%

1%1%

2%

1%

0%

1%

35%

1%

生まれてからずっと

転入1年

転入2年

転入3年

転入4年

転入5年

転入6年

転入7年

転入8年以上

未回答

項目 単身 夫婦 親子（2世代） 親子（3世代） その他 未回答

人数 92人 159人 219人 84人 14人 6人

％ 16% 28% 38% 15% 2% 1%

16%

28%

38%

15%

2% 1%

単身

夫婦

親子（2世代）

親子（3世代）

その他

未回答

上津江地域に 8 年以上在住の方は、約 9 割であった。 

回答者の約 8 割が同居しており、約 2 割が一人暮らしである。 
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⑥【世帯の主な職業】 

 

 

 

世帯の主な職業についてみると、農林業が157人で約27％、無職が154人で約27％、

次いで会社員、公務員が 149 人で約 26％、自営業が 57 人で約 10％、パート、アル

バイトが 50 人で約 9％であった。 

 

 

図 回答者の世帯の主な職業 

 

⑦【18 歳以下の子どもの有無】 

 

18 歳以下の子どもの有無についてみると、あると答えた人は約 11％であり、幼稚園

又は保育園児が 22 人、次いで小学生が 16 人、高校生が 13 人、中学生が 9 人であっ

た。 

 

 

図 回答者の 18 歳以下の子どもの有無 

 

項目 農林業
会社員、公務員

自営業
パート、アルバイト

無職 未回答

人数 157人 149人 57人 50人 154人 7人

％ 27% 26% 10% 9% 27% 1%

27%

26%

10%

9%

27%

1%

農林業

会社員、公務員

自営業

パート、アルバイト

無職

未回答

項目 なし

幼稚園又

は保育園

小学生 中学生 高校生 その他 未回答

人数 495人 22人 16人 9人 13人 6人 13人

％ 86% 4% 3% 2% 2% 1% 2%

86%

4%

3%

2%

2%
1% 2%

なし

幼稚園又は保育園児

小学生

中学生

高校生

その他

未回答

世帯の主な職業についてみると、有職と答えた人が約 7 割、無職と答えた人が約

3 割であった。 

18 歳以下の子どもがいると答えた人は約 1 割であった。 



上津江 

6 

 

⑧【頼りにしている子どもや親戚等が住んでいるところ】 

 

頼りにしている子どもや親戚等が住んでいるところについてみると、その他と回答

したのは 166 人で約 29％、次いで上津江内は 140 人で 24％、同居しているは 121

人で 21％、市内、市外等近隣は 114 人で約 20％であった。 

 

 

図 回答者の頼りにしている子どもや親戚等が住んでいるところ 

 

（２）地域に感じるもの 

   ①【住み良さ】 

 

地域の住み良さについてみると、住み良い・まあ住み良いが 353 人で約 61％、住み

にくい・あまり住み良くないが 59 人で約 10％であった。また、年代別に見ると、

20 代、40 代、50 代については、他の年代に比べて住みよくない、あまり住みよく

ないと回答する率が高くなっている。 

 

 

図 回答者の地域の住みよさ 

項目 同居している 上津江内

日田市内、菊池市、

小国町等の近隣

その他 未回答

人数 121人 140人 114人 166人 33人

％ 21% 24% 20% 29% 6%

21%

24%

20%

29%

6%

同居している

上津江内

日田市内、菊池市、

小国町等の近隣

その他

未回答

項目 住み良い まあ住み良い

良いとも悪い

ともいえない

あまり住み

良くない

住みにくい 未回答

人数 148人 205人 145人 42人 17人 17人

％ 26% 36% 25% 7% 3% 3%

26%

36%

25%

7%

3%
3%

住み良い

まあ住み良い

良いとも悪いともいえない

あまり住み良くない

住みにくい

未回答

住み良さについてみると、住み良い・まあ住み良いが約 6 割であった。 

近隣に頼りにしている子どもや親せき等が住んでいるのは約 7 割であった。 
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②【愛着】 

 

地域への愛着についてみると、とても感じている・やや感じているが 409 人で約 71％、

感じていない・あまり感じていないが 35 人で約 6％であった。また、年代別に見る

と、10 代、20 代、50 代については、感じていない、あまり感じていないと回答す

る率が 10％を超えている。 

 

 

図 回答者の地域への愛着 

 

 

 

人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％

10代 3 34% 3 33% 2 22% 0 0% 1 11% 9

20代 4 21% 5 26% 7 37% 1 5% 2 11% 19

30代 1 4% 10 40% 11 44% 1 4% 2 8% 25

40代 14 24% 20 35% 14 25% 9 16% 0 0% 57

50代 17 20% 26 30% 29 33% 9 10% 6 7% 87

60代 29 23% 54 42% 35 27% 7 6% 3 2% 128

70代 38 32% 49 41% 18 15% 12 10% 2 2% 119

80代 35 35% 34 34% 27 27% 3 3% 1 1% 100

90代以上 7 59% 4 33% 1 8% 0 0% 0 0% 12

未回答 0 0% 0 0% 1 100% 0 0% 0 0% 1

年代

住み良い まあ住み良い

良いとも悪い

ともいえない

あまり住み

良くない

住みにくい

合計

項目

とても感じ

ている

やや感じ

ている

どちらとも

いえない

あまり感じ

ていない

感じていない 未回答

人数 199人 210人 107人 23人 12人 23人

％ 35% 36% 19% 4% 2% 4%

35%

36%

19%

4%

2%
4%

とても感じている

やや感じている

どちらともいえない

あまり感じていない

感じていない

未回答

人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％

10代 3 34% 3 33% 2 22% 0 0% 1 11% 9

20代 5 27% 5 26% 7 37% 1 5% 1 5% 19

30代 3 12% 13 52% 7 28% 1 4% 1 4% 25

40代 20 34% 23 40% 10 17% 5 9% 0 0% 58

50代 21 24% 34 40% 21 24% 4 5% 6 7% 86

60代 51 39% 48 37% 25 19% 6 5% 0 0% 130

70代 45 39% 48 41% 18 15% 3 3% 2 2% 116

80代 43 45% 32 34% 16 17% 3 3% 1 1% 95

90代以上 8 67% 3 25% 1 8% 0 0% 0 0% 12

未回答 0 0% 1 100% 0 0% 0 0% 0 0% 1

感じていない

合計年代

とても感じている やや感じている

どちらともい

えない

あまり感じ

ていない

愛着についてみると、とても感じている・やや感じているが約 7 割であった。 
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③【居住希望】 

 

地域への居住希望についてみると、ずっと住みたい・当分の間は住みたいが 404 人

で約 70％、転居したい・できるなら転居したいが 35 人で約 6％であった。また、年

代別に見ると、10 代、20 代、30 代、50 代については、転居したい、できるなら転

居したいと回答する率が高く、特に 10 代は 20％を超えている。 

 

 

図 回答者の地域への居住希望 

 

次ページにて住み続けたいか否かの理由について、まとめたものを掲載する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目

ずっと住み

たい

当分の間は

住みたい

どちらとも

いえない

できるなら

転居したい

転居したい 未回答

人数 270人 134人 106人 30人 5人 29人

％ 47% 23% 19% 5% 1% 5%

47%

23%

19%

5%

1%

5%

ずっと住みたい

当分の間は住みたい

どちらともいえない

できるなら転居したい

転居したい

未回答

人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％

10代 3 34% 1 11% 3 33% 1 11% 1 11% 9

20代 2 10% 5 26% 10 53% 2 11% 0 0% 19

30代 3 12% 9 38% 9 38% 2 8% 1 4% 24

40代 22 38% 14 24% 17 29% 5 9% 0 0% 58

50代 31 36% 24 28% 20 23% 10 12% 1 1% 86

60代 65 52% 32 25% 22 17% 6 5% 1 1% 126

70代 73 63% 25 21% 16 14% 2 2% 0 0% 116

80代 59 63% 22 24% 9 10% 2 2% 1 1% 93

90代以上 12 92% 1 8% 0 0% 0 0% 0 0% 13

未回答 0 0% 1 100% 0 0% 0 0% 0 0% 1

年代

ずっと住みたい

当分の間は

住みたい

どちらともい

えない

できるなら

転居したい

転居したい

合計

居住希望についてみると、ずっと住みたい・当分の間は住みたいが約 7 割であった。 
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【居住希望理由】 

○ずっと住みたい 

 

 

 

・上津江が大好きだから。 

・人や環境が良いから。 

・長年住んでおり、愛着がある。 

・不便を上回るのびのびとした快適さがあるから。 

・自然が豊かだから。 

・静かで水や空気がきれい、星もきれい。 

・冬の厳しさは耐え難いが、その分春の嬉しさが大きい。 

・好きな仕事ができる。 

・安心して住み続けられるから。 

・生まれ育った所で一生過ごしたい。 

・住み慣れたところだから。 

・家や土地を守らなければならない。 

・みんなが帰ってくる（墓参りなど）場所を作っておくため。 

・山、田、畑仕事ができる間は住みたい。 

・少し畑で野菜を作って楽しいから 

・地域の方に恩返しをしたい。 

・街に愛されたいから。 

・他に住む所がないから。 

・元気なうちは住んでいたいが、体が不自由になったら住みたくとも住めない。 

・高齢なので他の地域へ移住したいとは思わない。 

・もっと仕事場ができ、若い人を取り入れていけたらよい。 

・子どもが高校になる時どうしようと時々悩む。 

 

○当分の間は住みたい 

 

 

 

・実家だから。 

・緑が好きなので。 

・周りに親しい友人がたくさんいるから。 

・夫婦での希望はあるが、子供の進学のことを考えると、ずっと住みたい、とい

う答えにはならない。 

・子供が増えたら部屋がないので町内のどこかに引っ越すかもしれない。 

・実家が遠くにあるので“ずっと”とは言えない。 

・今住んでいる地域の将来がもっと悲惨・悪化する恐れが深刻化しない間は、こ

上津江への愛着や、環境の良さが理由にあがっている。一方で、進学や老後を不安

視する声もあがっている。 

上津江に住み続けたいが、仕事や老後に不安があり、転居する可能性もあるという

理由があがっている。 
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の地域に愛着を感じているので住み続けたい。 

・高齢になった時は転居せざるを得ないと思う。 

・出来ればずっと住み続けたいが、将来車に乗れなくなった時は困るので考えて

いきたい。 

・地区内は高齢の方が多いので、将来 1 軒になった時は考えたい。 

・一人暮らしになったり、身体が不自由になったりした場合には、施設に入所し

なければならないと思うので。 

・仕事柄、転勤があるかもしれないので。 

・仕事ができるうちは住みたい。 

・仕事が少なく、自治体としてもほとんど支援がなく住みづらい。 

・家がここからなくなる事に先祖への申し訳なさを感じる。 

・人が少なくなるから。 

 

○どちらともいえない 

 

 

 

・静かで夏は涼しいが、職場への通勤距離が遠い。 

・結婚したら難しいと感じる。 

・いつか家を出る時が来るかもしれないので。 

・夫婦どちらか一人になればどうなるかわからないから。 

・今後、地域がどうなっていくのかによる。 

・年齢が上がり、車の運転が出来なくなると生活ができない。 

・高齢になり病気になるとわからない。 

・交通の不便さに大変困っている。 

・場所によるが公共のもの、店、など何もなく不便。 

・どこへ行くにも遠いから（病院等）将来、もし独りになったら転居すると思う。 

 

○できるなら転居したい 

 

・仕事がないし、学校が遠い（高校）。 

・交通の便が悪い。 

・買い物をしに行くのに時間がかかる。 

・いろいろな面で便利が悪い。 

・台風や雨が降り続くと危なくて怖い。 

・昔からの風習が嫌。 

 

 

 

 

生活の不便さから、将来転居する可能性があることが理由にあがっている。また、

地域の変化によって変わるという声もあがっている。 

交通の便が悪いことや、災害の危険性が理由にあがっている。 
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○転居したい 

 

・遠い。道のりが悪い。 

・買い物や通院が不便。 

・できれば子供の近くに行きたい。 

・一人暮らしで心配が多い。 

 

（３）不安・困っていること、手伝えること 

 

不安・困っていることについてみると、車の運転が 175 人で約 30％、次いで健康が

159 人で約 28％、介護が 126 人で約 22％、一人暮らしが 107 人で約 19％であった。 

次ページにて回答状況や、理由について、まとめたものを掲載する。 

 

生活の不便さや、一人暮らしによる心配が理由に上がっている。 

不安・困っていることについてみると、車の運転が３割以上であった。 



上津江

回答者 割合 手伝える方 内容

健康に関すること（自身） 122

健康に関すること（家族） 37

介護に関すること（自身） 64

介護に関すること（家族） 62

子育てに関すること（自身） 5

子育てに関すること（家族） 9

結婚に関すること（自身） 9

結婚に関すること（家族） 21

進学や就職に関すること（自身） 3

進学や就職に関すること（家族） 19

6 経済的なこと 72 13% 1

7 仕事に関すること 55 10% 4 支援、新規起業の手伝い

8 食事、洗濯、掃除など日常生活のこと 35 6% 15 支援、日常的手伝い

9 ゴミ出しのこと 23 4% 23 支援、ゴミ出し

10 庭作業や家の簡単な修繕などの軽作業のこと 42 7% 19 草むしり、花壇の手入れ

11 農地・山林の維持管理のこと 95 17% 7 遊休地の活用企画、草刈

12 近所の空き家のこと 32 6% 2

13 日常的な相談をする相手がいないこと 18 3% 8 相談相手

14 看病や世話をしてくれる人がいないこと 36 6% 4

15 緊急時相談先になってくれる人がいないこと 19 3% 5 相談相手

16 買い物・通院などの移動に関すること 76 13% 21 移動支援、通院の手伝い

17 車の運転ができなくなった時のこと 175 30% 6 支援

18 一人暮らしになった時のこと 107 19% 4 相談相手

19 班の付き合いや活動に関すること 48 8% 13 目配り、気配り

20 葬儀に関すること 48 8% 8 手伝い

21 災害時への備えや避難に関すること 65 11% 12 避難のサポート

2 22% 10 支援

項目

1 28% 11

病院通院手伝い、相談、

話し相手、運動の手伝い

3 2% 4

4 5% 1 出会いの企画

5 4% 1 得意分野の塾
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図　回答者の生活する上での不安・困っていること
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上津江

健康に関すること（自身）

健康に関すること（家族）

介護に関すること（自身）

介護に関すること（家族）

子育てに関すること（自身）

子育てに関すること（家族）

結婚に関すること（自身）

結婚に関すること（家族）

進学や就職に関すること（自身）

進学や就職に関すること（家族）

6 経済的なこと

7 仕事に関すること

8 食事、洗濯、掃除など日常生活のこと

9 ゴミ出しのこと

項目 不安・困っている内容

1

・病気がある・救急車が間に合うのか・病院が遠い

・体が思うようにならない・健診を受けていない

・足腰が悪い・病気にかかったとき・体力の衰え

・足が不自由

・家族の体調・救急のとき・寝たきりの家族・高齢・認知症

・家族の足が不自由

2

・ヘルパーが地理的に来れるか・足が悪い・金銭面

・一人暮らし時病気をした場合・人の手をとる

・家族の介護・寝たきりの家族・病院が遠い・高齢・認知症

・老人ホームが少ない・仕事ができない

3

・学校が無いので外に出るしかない・子どもが少ない

・高校が遠いので、寮などにお金がかかること

・子どもの友人不足・学童保育後の迎えの負担

4

・相手がいてもこの町で結婚生活できるか不安

・子どもの結婚・若者の流出・絶対数の不足

5 ・金銭・自宅から通学できる高校が1校しかない

・絶対数の不足

・年金が不安・年金だけでは不安・収入

・給料が良い所は遠距離

・仕事ができなくなった場合、病気になった場合不安

・主人が具合が悪くて休むと生活が大変な月がある

・出来なくなってきている・年齢の割に仕事量が多い

・いつまで出来るか分からない・上津江での仕事がない

・自分の資格や経験をいかした仕事が無い

・給料が良い所は遠距離・人間関係・津江で働きたい

・体が思うようにならない・田畑の後継

・体が少し不自由・布団干しが出来ない・外食中心

・重いものが持てない・高齢で食事の支度が面倒

・腰が曲がり運ぶのができない・ビン等を出すとき

・収集日が少なすぎる・近くにあるとよい

13

9 ゴミ出しのこと

10 庭作業や家の簡単な修繕などの軽作業のこと

11 農地・山林の維持管理のこと

12 近所の空き家のこと

13 日常的な相談をする相手がいないこと

14 看病や世話をしてくれる人がいないこと

15 緊急時相談先になってくれる人がいないこと

16 買い物・通院などの移動に関すること

17 車の運転ができなくなった時のこと

18 一人暮らしになった時のこと

・一人暮らしなので・病気になったら心配

・実家で住宅でも借りないと彼女すら呼べない

・収集日が少なすぎる・近くにあるとよい

・軽作業も無理になってきている・草刈りなど

・今後の事が気がかり・忙しくて世話できない

・出来ないので、ほったらかしになっている

・引き継ぎが無く方法などがわからない

・竹林に手を入れたが独りじゃ無理・管理費がかかる

・自分でできなくなった時、お金で人に頼んでできるか不安

・体力的に無理・保全対策不足による災害発生

・廃墟のようになっている

・古くなった空き家は無くしてほしい

・淋しいのと困る人が入ること・移住してきてほしい

・台風時などは困っている

・一人暮らしなので

・困っていないが不安である

・車がないと不便・買い物する所が無い

・小国までバスがあると良い・交通の便が悪い

・運転ができなくなった場合の移動手段が不安

・高齢、単身で買い物に行けない

・年をとるごとにいつまで動けるのだろうという心配

・１人暮らしなので・買い物や通院など移動が心配

・母がまさに仕事にも行けないし自分に負担が来過ぎる

・バスがあっても荷物がたいへん・交通の便が悪い

・その時現在のバスが通ってくれてるか

・生活全般・子供が帰ってこなければ不安

・健康なら一人で何とかやっていくが、病気になった場合不

安

13



上津江

19 班の付き合いや活動に関すること

20 葬儀に関すること

21 災害時への備えや避難に関すること

・車を持っていないので緊急時には間に合わない

・運転が出来なくなったら避難が出来ない

・腰が曲がり、リュックサックや杖等、皆と同じにできない。

・家族が避難をしない・班の高齢化

・耳が聞こえない・安全な避難所が遠すぎる

・保全が不足・避難箇所がかえって危険

・小国の方が近い

・葬儀などのお手伝いを仕事を休んでしないといけないこと

・地区のお祭りが多すぎる・子供が小さいので参加しにくい

・付き合いが大変・人が少なくなってきた

・近所での共同作業が多く、負担になる

・高齢で道路愛護等の参加が無理

・班長出来る人が居なくなる

・子供との考え方の相違・緊急時１人なので不安

・夫婦共に2日間仕事を休むことは家計に大きな影響（お手

伝いのこと）・近所の付き合いで関わることが多く、負担

・場所・地区の人が少なくなったら心配・子どもの意向

・組の手間返しができない・地域での準備が大変

・葬儀に手伝う者が年寄ばかりでできない

・自宅の裏山からの災害がないか心配

・他の自治体での生活を経験した人の話などを聞き参考に

すべき

・「もっとこうすれば発展するのに」という提案は色々ある

が、機会がない

・地域活性のため市職員の積極性が見られない

・空施設などもっと有効利用できるようにすべき

・花の植栽やゴミ拾いなど、地域内の美化についてに対し

て好きな人がすればよい

・「祭り」が多い、（ただ理由を付け酒をのむだけ）お金がか

かるのが意味が分からない

・協力隊はいらない

・今は夫婦で頑張っているが、これから先後継者がいない

14

・部落への事で体が年を取り協力ができないことが気にな

・道の出来話は聞いているが、早くして頂きたい。自動車の

通りが多くなり曲がりが多く押し車で散歩が出来ない

・高齢と人口減で自治組織の役割や祭りの存続が難しい

その他

・今は夫婦で頑張っているが、これから先後継者がいない

ので身の回りの事、土地の維持管理、体が思うようになら

なくなった時の事を思うと心配

・2～12について　弱者が弱者を支援することに疑問があ

る。健全な官民協調の組織が行うのが好ましい※福祉六

法に準じて、官民協調の組織下にサミット的な運営を行う。

①自治会②社協③老人会④民生児童委員会　等　※自治

基本条例を厳守し。社会福祉関係の継続運営を強固に進

めてほしい

・今のところ病院や買い物は自分で出来るため、あまり良

いとも悪いとも訳の分からない事ばかりのようで別に書い

ていない

・高齢化に伴い、後継者が全然と言っていいほどいない

・田畑、山林は荒廃するばかりである

・一人暮らしは1日が長い・免許返納後が心配

・災害時の避難は近くのウッドトレー施設に行っている

・現在、主人と二人暮らしで子どもたちの誰かが定年退職

したら、帰って来てくれるものと期待しているところだが、仮

に一人になった時一人での生活は厳しいと思う

・台風時家のまわりの大きな杉の木が家に倒れてきたら住

めなくなると思うと、どこかへいかないとならないだろうなと

不安

・自分自身働けなくなったら、子どものことが何時も不安に

思っている・葬儀のことで、今までのように食事を作ること、

食事を出すことについて班の高齢化等で困っている

・誰が筑後川の源流域を守って行くのか。環境保全と景観

保全の意味合いから、由々しき事であると思う

14



上津江

・余り先の事を考えると落ち込んでしまいそうで不安ばっか

り。今を楽しく生きたい

・水道がないと困る

・この先20年、30年後、この町はどうなっているか。又、国

県市が国民のことを考えているかどうか、地方のことを本

気で政治家が考えているのかどうかそれが不安

・災害がおきた時避難するより家に居たほうが安全だと思

う

・今の子供は結婚をしたがらないので、今後どのようになる

かが心配(どこの家庭でも)

・今主人を介護しているが、自分が出来なくなったら心配

・高齢者の増加で役職をかけもちでやらなければならない

ので自分の趣味を持つ時間がない

・デマンド→冬の間利用しようとするとすぐ運休になる。車

の整備、運転手の改善などして必ず動いてほしい（よほど

ひどい時以外）

・娘が来るときに買い物に連れて行ってもらっている。近所

の親類が連れて行ってもらったり、お世話してくれる

・別府まで行かなくて済むので、済生会病院に腹膜透析科

ができたら助かる

・以前より村の住民という感じが無くなり、上津江住民であ

りながらあまり話し合いすることもなくなった
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（４）暮らしにおける重要度と満足度
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単位：％ 重要度（単位：％）

重要度率は、「重要」と「やや重要」を足した率から「あまり重要でない」と「重要でな

い」を足した率を引いた値

満足度率は、「満足」と「やや満足」を足した率から「やや不満」と「不満」を足した率

を引いた値

満足度率と重要度率の差は、満足度率から重要度率を引いた値

※マイナスになるほど、重要なのに満足できていない。

班内の付き合い 40 24 31 3 2 60 23 26 47 3 1 45 -15

10代 22 0 78 0 0 22 22 0 78 0 0 22 0

20代 26 11 32 5 26 5 26 16 47 0 11 32 26

30代 24 20 40 16 0 28 16 16 60 4 4 24 -4

40代 24 36 31 7 3 49 19 20 56 3 2 34 -15

50代 39 31 26 2 1 67 17 34 41 6 1 45 -22

60代 50 29 19 1 1 78 22 33 39 4 1 51 -27

70代 48 20 29 2 0 66 29 28 42 1 0 56 -10

80代 40 17 41 0 2 55 24 19 56 1 0 42 -13

90代以上 21 14 64 0 0 36 29 14 57 0 0 43 7

道路愛護 29 20 43 4 3 42 14 19 55 7 4 22 -20

10代 22 0 78 0 0 22 11 11 78 0 0 22 0

20代 21 11 42 5 21 5 26 11 58 0 5 32 26

30代 16 8 72 4 0 20 12 8 76 4 0 16 -4

40代 20 27 37 8 7 32 8 15 58 10 8 5 -27

50代 32 29 33 6 0 55 13 22 44 16 6 13 -43

60代 40 21 31 6 2 52 14 24 50 7 5 26 -26

70代 29 23 41 3 3 46 18 23 48 7 3 31 -15

80代 27 13 56 1 3 36 14 16 65 1 4 26 -10

90代以上 21 0 79 0 0 21 21 0 79 0 0 21 0

地域内の美化 21 25 44 7 2 37 12 21 62 4 1 27 -10

10代 22 0 78 0 0 22 11 0 89 0 0 11 -11

20代 26 16 37 11 11 21 11 16 68 5 0 21 0

30代 12 24 52 12 0 24 16 8 68 8 0 16 -8

40代 19 27 41 7 7 32 10 25 51 7 7 22 -10

50代 22 31 37 10 0 43 10 23 57 7 2 24 -18

60代 28 29 32 9 2 47 15 25 53 6 1 33 -14

70代 23 25 44 6 2 39 13 24 59 3 1 33 -6

80代 16 19 59 5 1 30 7 15 78 0 0 22 -8

90代以上 7 21 71 0 0 29 29 0 71 0 0 29 0

⑤

)

⑤

)

2

1

3
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と
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差

単位：％ 重要度（単位：％）

消火対応 56 10 34 0 0 66 10 17 62 7 4 16 -50

10代 22 11 67 0 0 33 11 11 78 0 0 22 -11

20代 63 11 26 0 0 74 11 21 58 5 5 21 -53

30代 48 8 44 0 0 56 12 12 72 4 0 20 -36

40代 59 20 20 0 0 80 12 14 63 7 5 14 -66

50代 64 11 24 0 0 76 8 32 47 7 6 28 -48

60代 71 10 19 0 0 81 10 17 55 14 4 9 -72

70代 57 5 38 0 0 62 10 11 69 5 5 11 -51

80代 37 8 55 0 0 45 10 13 70 5 3 15 -30

90代以上 21 7 71 0 0 29 29 7 64 0 0 36 7

避難訓練など 40 19 39 2 1 56 9 19 64 6 2 21 -34

10代 22 11 67 0 0 33 11 0 89 0 0 11 -22

20代 58 5 32 0 5 58 16 5 68 5 5 11 -47

30代 40 20 40 0 0 60 12 12 72 4 0 20 -40

40代 37 29 31 2 2 63 14 17 63 7 0 24 -39

50代 47 18 31 3 0 62 13 25 51 8 3 26 -36

60代 51 22 25 2 0 72 7 24 61 6 2 22 -49

70代 41 15 40 3 0 53 8 21 64 6 2 22 -31

80代 23 17 57 1 2 37 6 16 73 5 0 17 -20

4

5

80代 23 17 57 1 2 37 6 16 73 5 0 17 -20

90代以上 14 7 79 0 0 21 21 7 71 0 0 29 7

避難や連絡体制など 48 15 37 0 1 62 10 18 64 7 1 20 -42

10代 22 11 67 0 0 33 11 0 89 0 0 11 -22

20代 58 5 26 0 11 53 26 5 58 5 5 21 -32

30代 36 24 40 0 0 60 12 16 64 4 4 20 -40

40代 49 24 27 0 0 73 14 8 71 5 2 15 -58

50代 56 18 25 0 0 75 14 24 51 10 1 26 -48

60代 61 12 26 1 0 72 7 22 58 12 1 16 -56

70代 48 13 40 0 0 60 9 19 65 6 1 20 -40

80代 32 12 54 0 1 44 8 17 72 3 0 22 -22

90代以上 21 7 71 0 0 29 21 0 79 0 0 21 -7

防犯や交通安全活動 33 20 44 2 1 51 8 16 71 3 1 20 -30

10代 22 11 67 0 0 33 11 0 89 0 0 11 -22

20代 37 16 37 0 11 42 21 11 63 0 5 26 -16

30代 44 8 48 0 0 52 12 8 68 8 4 8 -44

40代 29 20 42 7 2 41 7 10 75 8 0 8 -32

50代 33 31 33 2 0 62 9 25 61 5 0 30 -32

60代 43 25 29 2 1 65 6 19 69 3 2 20 -45

70代 33 22 44 1 0 54 6 19 75 0 1 23 -31

80代 23 11 64 0 2 32 10 10 78 2 0 18 -14

90代以上 14 7 79 0 0 21 21 7 71 0 0 29 7

集会所などの維持管理 29 22 46 2 1 48 11 20 64 4 2 25 -23

10代 22 0 67 11 0 11 11 11 78 0 0 22 11

20代 26 5 53 11 5 16 16 11 68 0 5 21 5

30代 24 20 52 4 0 40 4 12 72 4 8 4 -36

40代 22 31 42 0 5 47 10 15 68 3 3 19 -29

50代 31 30 39 0 0 61 14 18 64 3 0 29 -32

60代 42 22 31 4 1 60 11 26 53 8 2 27 -33

70代 29 26 44 1 0 54 10 27 60 2 0 35 -19

80代 20 11 67 1 1 30 10 11 76 2 1 18 -11

90代以上 21 7 71 0 0 29 29 7 64 0 0 36 7

8

6

7
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の

差

単位：％ 重要度（単位：％）

地域のイベント 17 22 55 5 2 32 9 17 71 2 1 22 -10

10代 22 11 67 0 0 33 11 0 89 0 0 11 -22

20代 37 11 42 11 0 37 16 21 58 5 0 32 -5

30代 24 16 56 0 4 36 4 16 76 0 4 16 -20

40代 12 27 51 5 5 29 15 15 66 2 2 27 -2

50代 18 29 46 7 0 40 7 16 71 5 1 17 -23

60代 20 30 44 5 2 44 5 21 69 3 2 20 -24

70代 19 18 56 5 2 30 15 15 67 2 1 27 -3

80代 9 13 72 3 3 16 4 17 78 1 0 20 4

90代以上 14 7 79 0 0 21 29 7 64 0 0 36 14

高齢者対象の行事 16 21 57 4 2 31 7 16 75 3 0 19 -12

10代 22 0 78 0 0 22 11 0 89 0 0 11 -11

20代 21 21 42 11 5 26 21 5 74 0 0 26 0

30代 16 20 60 4 0 32 4 16 68 8 4 8 -24

40代 14 19 61 2 5 25 8 10 81 0 0 19 -7

50代 15 24 53 6 2 31 8 13 75 5 0 16 -15

60代 17 25 52 5 2 36 2 18 75 4 0 17 -19

70代 18 22 56 4 0 35 7 19 71 3 0 23 -13

80代 13 19 62 4 2 27 5 18 75 1 1 21 -6

9

10

80代 13 19 62 4 2 27 5 18 75 1 1 21 -6

90代以上 14 7 79 0 0 21 21 14 64 0 0 36 14

文化、芸能の継承 17 26 53 3 1 37 6 15 75 3 1 18 -20

10代 33 0 56 11 0 22 22 0 78 0 0 22 0

20代 37 32 26 5 0 63 11 21 68 0 0 32 -32

30代 20 12 64 0 4 28 4 8 80 0 8 4 -24

40代 12 29 54 3 2 36 7 14 78 2 0 19 -17

50代 14 25 54 5 2 32 3 16 74 7 0 13 -20

60代 15 39 39 5 1 48 3 18 75 4 1 16 -32

70代 19 24 55 2 1 40 7 17 73 2 0 22 -19

80代 15 15 66 2 2 27 8 11 78 2 1 16 -10

90代以上 14 14 71 0 0 29 29 7 64 0 0 36 7

生涯学習関連の活動 13 20 59 5 3 24 7 13 78 2 0 18 -6

10代 22 0 67 11 0 11 11 0 89 0 0 11 0

20代 26 16 58 0 0 42 21 5 68 0 5 21 -21

30代 12 16 60 4 8 16 4 8 88 0 0 12 -4

40代 12 22 54 5 7 22 8 17 73 2 0 24 2

50代 6 25 56 8 5 18 3 15 77 5 0 14 -5

60代 15 28 48 8 2 33 5 15 78 2 0 18 -15

70代 19 19 56 6 1 31 10 15 74 1 0 24 -6

80代 8 10 77 2 3 13 6 10 84 1 0 14 1

90代以上 0 14 86 0 0 14 7 7 86 0 0 14 0

健康づくり活動 13 24 56 4 3 31 6 13 78 2 1 17 -14

10代 22 0 67 11 0 11 11 0 89 0 0 11 0

20代 21 16 58 0 5 32 11 5 79 5 0 11 -21

30代 8 20 64 0 8 20 4 8 88 0 0 12 -8

40代 12 19 58 7 5 19 12 12 76 0 0 24 5

50代 8 28 53 6 6 24 5 15 76 3 1 15 -9

60代 17 27 50 5 1 38 5 13 78 2 2 15 -23

70代 16 33 48 2 1 47 7 20 72 1 0 27 -20

80代 10 17 70 2 2 23 4 9 86 2 0 10 -12

90代以上 14 0 86 0 0 14 21 0 79 0 0 21 7

11

12

13

18
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率

の

差

単位：％ 重要度（単位：％）

寄り合いや生きがいサロンなどの活動 10 19 62 4 4 20 5 10 83 2 1 12 -9

10代 22 0 67 11 0 11 11 0 89 0 0 11 0

20代 21 0 58 0 21 0 5 16 79 0 0 21 21

30代 12 12 64 4 8 12 4 8 88 0 0 12 0

40代 8 22 56 5 8 17 7 10 83 0 0 17 0

50代 7 22 56 8 7 14 5 11 78 6 0 10 -3

60代 10 25 57 5 3 28 2 12 81 3 2 9 -18

70代 10 22 63 3 2 27 4 9 86 1 0 12 -15

80代 8 14 73 3 2 17 6 7 84 3 1 9 -9

90代以上 14 0 86 0 0 14 29 0 71 0 0 29 14

生活支援活動 21 25 49 2 2 43 5 11 79 3 1 12 -31

10代 22 0 78 0 0 22 11 0 89 0 0 11 -11

20代 32 16 42 0 11 37 0 5 89 5 0 0 -37

30代 20 36 40 0 4 52 4 16 72 4 4 12 -40

40代 20 37 39 2 2 54 5 8 81 5 0 8 -46

50代 22 30 43 3 2 46 5 11 75 6 3 7 -39

60代 23 32 41 3 1 52 5 11 80 3 0 13 -38

70代 19 23 54 2 1 40 6 12 80 2 0 17 -23

80代 21 14 62 2 1 32 4 14 77 4 1 13 -19

14

15

80代 21 14 62 2 1 32 4 14 77 4 1 13 -19

90代以上 14 0 86 0 0 14 14 0 86 0 0 14 0

移動 43 17 38 1 2 57 9 16 61 8 6 10 -47

10代 33 0 67 0 0 33 11 0 78 0 11 0 -33

20代 58 11 26 0 5 63 16 5 53 11 16 -5 -68

30代 44 24 32 0 0 68 8 8 60 12 12 -8 -76

40代 42 19 34 2 3 56 8 10 61 12 8 -2 -58

50代 49 22 26 1 1 69 8 14 59 11 8 2 -67

60代 46 22 29 2 1 66 9 22 59 5 5 21 -45

70代 45 12 42 0 1 56 9 21 59 8 3 19 -38

80代 31 13 52 0 3 42 5 16 67 8 5 9 -33

90代以上 14 7 79 0 0 21 21 7 71 0 0 29 7

子ども対象の行事 16 18 62 2 2 29 4 8 86 2 1 9 -20

10代 22 0 78 0 0 22 11 0 89 0 0 11 -11

20代 47 5 42 0 5 47 11 0 84 5 0 5 -42

30代 16 24 60 0 0 40 4 4 88 0 4 4 -36

40代 19 27 47 3 3 39 10 14 75 2 0 22 -17

50代 20 25 49 2 3 39 3 15 76 6 0 13 -26

60代 18 23 55 3 2 36 3 8 85 2 2 7 -29

70代 15 10 73 1 2 23 1 6 93 0 1 6 -17

80代 6 10 79 3 3 10 1 6 91 1 1 5 -5

90代以上 0 21 79 0 0 21 14 0 86 0 0 14 -7

子どもの安全を支える活動 25 17 55 1 2 39 3 9 85 2 1 9 -29

10代 22 0 78 0 0 22 11 0 89 0 0 11 -11

20代 63 5 32 0 0 68 5 11 79 0 5 11 -58

30代 24 16 60 0 0 40 4 8 80 4 4 4 -36

40代 31 25 39 2 3 51 3 12 80 3 2 10 -41

50代 28 28 41 0 3 52 3 14 79 3 0 14 -38

60代 31 18 48 2 1 47 5 9 84 2 1 12 -35

70代 20 16 62 1 1 35 2 6 91 1 0 7 -27

80代 13 8 73 3 3 15 2 6 90 2 0 6 -10

90代以上 0 14 86 0 0 14 14 0 79 7 0 7 -7

16

17

18

19
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子育てなどの相談ができる場 20 16 60 2 2 33 2 7 89 1 1 7 -26

10代 22 0 78 0 0 22 11 0 89 0 0 11 -11

20代 47 11 42 0 0 58 0 0 100 0 0 0 -58

30代 24 24 52 0 0 48 4 8 72 12 4 -4 -52

40代 27 14 53 3 3 34 2 10 88 0 0 12 -22

50代 24 24 46 2 3 43 5 10 83 1 1 13 -30

60代 25 22 50 3 1 42 2 6 89 2 1 6 -36

70代 17 13 69 0 2 28 1 4 95 0 0 5 -23

80代 9 10 77 2 3 13 1 8 90 2 0 7 -7

90代以上 0 7 93 0 0 7 7 7 86 0 0 14 7

介護の相談ができる場 33 20 45 1 1 51 4 14 77 3 1 14 -36

10代 22 0 78 0 0 22 11 0 89 0 0 11 -11

20代 37 11 47 0 5 42 0 0 100 0 0 0 -42

30代 32 16 52 0 0 48 4 4 80 8 4 -4 -52

40代 32 22 42 2 2 51 2 17 80 2 0 17 -34

50代 39 26 31 1 2 62 3 13 76 5 3 8 -54

60代 35 27 36 2 1 59 5 18 71 4 2 17 -42

70代 35 19 47 0 0 53 6 15 77 2 0 19 -34

80代 27 11 60 0 2 36 3 16 77 3 1 15 -21

20

19

80代 27 11 60 0 2 36 3 16 77 3 1 15 -21

90代以上 14 14 71 0 0 29 21 7 71 0 0 29 0

交流や情報交換ができる場 22 21 53 2 1 40 5 13 77 3 1 14 -25

10代 11 0 78 11 0 0 11 0 89 0 0 11 11

20代 37 5 47 5 5 32 16 5 79 0 0 21 -11

30代 12 16 72 0 0 28 0 4 92 0 4 0 -28

40代 22 27 44 3 3 42 10 17 69 3 0 24 -19

50代 28 23 44 5 1 45 5 14 74 7 1 10 -34

60代 22 25 50 2 2 44 4 13 78 2 2 12 -32

70代 28 19 52 0 1 46 5 15 77 2 0 18 -28

80代 15 17 65 2 1 30 3 13 77 4 2 10 -19

90代以上 7 21 71 0 0 29 21 7 71 0 0 29 0

日常的な不安や悩みが相談できる場や人 21 21 53 3 1 37 5 10 80 4 1 9 -28

10代 11 0 78 11 0 0 11 0 89 0 0 11 11

20代 32 11 53 5 0 37 11 5 84 0 0 16 -21

30代 20 24 56 0 0 44 4 8 80 0 8 4 -40

40代 20 27 41 7 5 36 3 15 75 7 0 12 -24

50代 24 26 45 3 1 46 5 10 80 3 1 10 -36

60代 20 24 52 4 1 39 3 7 81 6 2 2 -38

70代 28 16 52 2 2 41 9 8 80 3 0 14 -27

80代 13 19 64 3 1 29 1 13 80 6 0 9 -20

90代以上 0 29 71 0 0 29 14 7 79 0 0 21 -7

スポーツ活動 8 20 63 6 2 19 4 8 84 3 1 8 -11

10代 22 0 78 0 0 22 11 0 89 0 0 11 -11

20代 26 5 63 5 0 26 5 11 84 0 0 16 -11

30代 12 8 68 8 4 8 4 4 88 0 4 4 -4

40代 7 19 56 12 7 7 5 8 83 3 0 10 3

50代 7 26 53 10 3 20 5 7 83 5 1 6 -14

60代 4 30 58 8 1 25 2 7 82 6 2 0 -25

70代 14 16 65 3 2 25 5 11 83 1 0 15 -10

80代 4 13 76 4 3 10 4 8 87 2 0 10 -1

90代以上 0 14 86 0 0 14 7 0 93 0 0 7 -7

21

22

23
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農地、山林などの維持活動 28 19 49 2 2 43 2 10 76 8 3 1 -42

10代 11 11 78 0 0 22 11 0 89 0 0 11 -11

20代 26 5 63 5 0 26 0 0 95 5 0 -5 -32

30代 28 12 60 0 0 40 4 8 76 8 4 0 -40

40代 25 24 46 3 2 44 5 8 80 5 2 7 -37

50代 31 24 41 1 2 52 5 9 74 9 3 1 -51

60代 32 25 39 2 2 52 0 12 70 13 5 -7 -58

70代 33 15 50 1 2 45 1 10 80 9 1 1 -44

80代 20 16 58 1 5 30 2 17 73 5 3 11 -19

90代以上 14 7 79 0 0 21 0 0 93 7 0 -7 -29

地域の魅力を宣伝する活動 19 19 55 4 2 32 2 8 81 6 3 1 -30

10代 11 11 67 0 11 11 11 0 89 0 0 11 0

20代 37 11 47 5 0 42 11 11 68 5 5 11 -32

30代 20 24 56 0 0 44 8 4 80 4 4 4 -40

40代 22 25 46 3 3 41 3 12 75 5 5 5 -36

50代 17 26 47 5 5 34 3 11 72 9 3 2 -32

60代 22 25 48 4 2 41 0 7 80 8 5 -6 -47

70代 19 17 58 5 1 31 1 5 86 8 0 -2 -33

80代 13 10 69 5 4 14 1 10 86 2 1 9 -6

24

25

80代 13 10 69 5 4 14 1 10 86 2 1 9 -6

90代以上 7 7 86 0 0 14 7 0 93 0 0 7 -7

特産品の開発や産物を販売する活動や場所 20 20 55 3 2 35 4 9 79 5 3 4 -31

10代 11 11 67 0 11 11 11 0 89 0 0 11 0

20代 32 11 53 5 0 37 5 0 95 0 0 5 -32

30代 24 20 56 0 0 44 12 4 80 0 4 12 -32

40代 27 20 46 3 3 41 5 14 73 5 3 10 -31

50代 21 24 48 3 3 38 3 9 69 11 7 -6 -44

60代 23 27 47 2 1 48 2 11 76 6 5 1 -47

70代 22 18 56 3 1 35 2 10 82 6 0 6 -29

80代 10 12 71 3 4 15 3 9 85 3 1 8 -8

90代以上 7 14 79 0 0 21 14 0 86 0 0 14 -7

移住受け入れ活動 17 17 60 3 2 29 3 8 82 5 3 3 -26

10代 11 11 67 0 11 11 11 0 89 0 0 11 0

20代 42 11 42 0 5 47 5 5 79 0 11 0 -47

30代 24 12 64 0 0 36 4 8 80 4 4 4 -32

40代 24 20 47 5 3 36 5 8 80 3 3 7 -29

50代 22 21 48 6 3 33 5 8 74 10 3 -1 -34

60代 12 23 60 2 2 32 0 7 86 4 3 0 -32

70代 18 16 61 5 0 29 2 7 83 5 3 1 -28

80代 12 8 74 2 4 14 2 10 83 4 1 8 -7

90代以上 7 14 79 0 0 21 7 7 86 0 0 14 -7

結婚対策 15 14 63 4 4 21 1 4 86 5 4 -3 -24

10代 11 11 67 0 11 11 11 0 89 0 0 11 0

20代 32 11 53 5 0 37 0 0 84 5 11 -16 -53

30代 24 8 60 4 4 24 4 4 88 0 4 4 -20

40代 10 24 53 7 7 20 0 8 86 3 2 3 -17

50代 18 17 53 6 6 24 5 5 75 8 8 -7 -31

60代 15 18 61 4 2 26 0 2 87 7 5 -10 -36

70代 15 9 69 4 2 18 0 4 88 5 3 -4 -22

80代 9 11 72 3 5 12 0 8 90 2 1 5 -8

90代以上 7 7 79 7 0 7 14 0 86 0 0 14 7

27

28

26
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住民向けの広報・連絡 26 20 50 2 1 43 7 16 72 2 2 20 -23

10代 11 11 67 0 11 11 11 0 89 0 0 11 0

20代 37 11 47 5 0 42 11 11 79 0 0 21 -21

30代 24 12 60 0 4 32 4 12 76 4 4 8 -24

40代 25 27 44 3 0 49 7 17 73 2 2 20 -29

50代 31 24 41 1 2 52 8 14 72 2 3 16 -36

60代 25 30 39 3 2 51 8 19 68 2 2 22 -28

70代 31 17 50 2 0 47 5 23 70 1 1 27 -20

80代 19 11 66 2 2 27 8 11 78 2 1 16 -10

90代以上 7 7 86 0 0 14 29 0 71 0 0 29 14

ネットを活用した外部への広報 11 16 66 3 4 21 3 5 86 4 2 1 -20

10代 11 11 67 0 11 11 0 11 89 0 0 11 0

20代 32 0 63 5 0 26 5 5 84 0 5 5 -21

30代 28 12 56 0 4 36 4 8 80 4 4 4 -32

40代 17 19 56 5 3 27 2 3 88 5 2 -2 -29

50代 10 32 52 1 5 37 5 7 77 8 3 0 -37

60代 10 23 61 2 4 27 1 4 88 5 2 -3 -30

70代 11 10 74 3 2 16 2 2 94 2 0 2 -15

80代 5 7 77 6 6 0 2 7 87 4 1 4 4

29

30

80代 5 7 77 6 6 0 2 7 87 4 1 4 4

90代以上 7 7 86 0 0 14 21 7 71 0 0 29 14
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順位 順位 順位 順位

1位 消火対応 -50 1位 移動 -57 1位 移動 -65 1位 消火対応 -50

2位 移動 -47 2位

子どもの安全を支

える活動

-43 2位 消火対応 -53 2位

農地、山林などの

維持活動

-42

3位

避難や連絡体制な

ど

-42 3位

子育てなどの相談

ができる場

-43 3位

避難や連絡体制な

ど

-50 3位

避難や連絡体制な

ど

-39

4位

農地、山林などの

維持活動

-42 4位 避難訓練など -39 4位

介護の相談ができ

る場

-47 4位 移動 -38

5位

介護の相談ができ

る場

-36 5位 消火対応 -39 5位

農地、山林などの

維持活動

-44 5位 避難訓練など -33

6位 避難訓練など -34 6位 結婚対策 -36 6位 生活支援活動 -42 6位

介護の相談ができ

る場

-32

7位

特産品の開発や産

物を販売する活動

や場所

-31 7位

介護の相談ができ

る場

-32 7位

子どもの安全を支

える活動

-39 7位

防犯や交通安全活

動

-29

8位 生活支援活動 -31 7位 移住受け入れ活動 -32 8位 避難訓練など -37 7位

地域の魅力を宣伝

する活動

-29

9位

防犯や交通安全活

動

-30 9位 子ども対象の行事 -32 8位

特産品の開発や産

物を販売する活動

や場所

-37 9位

特産品の開発や産

物を販売する活動

や場所

-29

10位

地域の魅力を宣伝

する活動

-30 10位

避難や連絡体制な

ど

-29 10位

地域の魅力を宣伝

する活動

-35 10位

日常的な不安や悩

みが相談できる場

や人

-28

11位

子どもの安全を支

える活動

-29 11位 生活支援活動 -29 11位

防犯や交通安全活

動

-34 11位 生活支援活動 -26

12位

日常的な不安や悩

みが相談できる場

や人

-28 12位

農地、山林などの

維持活動

-25 12位

ネットを活用した外

部への広報

-33 12位

交流や情報交換が

できる場

-25

13位 移住受け入れ活動 -26 13位

地域の魅力を宣伝

する活動

-21 13位

日常的な不安や悩

みが相談できる場

や人

-32 13位

子どもの安全を支

える活動

-24

14位

子育てなどの相談

ができる場

-26 13位

特産品の開発や産

物を販売する活動

や場所

-21 13位 移住受け入れ活動 -32 14位 移住受け入れ活動 -23

15位

交流や情報交換が

できる場

-25 15位 文化、芸能の継承 -21 15位 道路愛護 -32 15位

子育てなどの相談

ができる場

-22

16位 結婚対策 -24 16位

防犯や交通安全活

動

-18 16位

住民向けの広報・

連絡

-32 15位 結婚対策 -22

17位

集会所などの維持

管理

-23 17位

住民向けの広報・

連絡

-14 17位

集会所などの維持

管理

-32 17位

集会所などの維持

管理

-21

18位

住民向けの広報・

連絡

-23 18位

ネットを活用した外

部への広報

-14 18位

子育てなどの相談

ができる場

-30 18位 文化、芸能の継承 -20

19位 子ども対象の行事 -20 19位 健康づくり活動 -14 19位

交流や情報交換が

できる場

-28 19位

住民向けの広報・

連絡

-19

20位 文化、芸能の継承 -20 20位

生涯学習関連の活

動

-14 20位 子ども対象の行事 -25 20位 健康づくり活動 -18

21位 道路愛護 -20 21位 地域のイベント -11 20位 結婚対策 -25 21位 子ども対象の行事 -17

22位

ネットを活用した外

部への広報

-20 22位 スポーツ活動 -11 22位 文化、芸能の継承 -19 22位 道路愛護 -17

23位 班内の付き合い -14 23位

日常的な不安や悩

みが相談できる場

や人

-11 23位 班内の付き合い -17 23位 班内の付き合い -16

24位 健康づくり活動 -14 24位 地域内の美化 -4 24位 地域のイベント -15 24位

ネットを活用した外

部への広報

-14

25位 高齢者対象の行事 -12 24位

交流や情報交換が

できる場

-4 25位 地域内の美化 -14 25位

寄り合いや生きが

いサロンなどの活

-13

26位 スポーツ活動 -11 26位 高齢者対象の行事 -4 26位 高齢者対象の行事 -13 26位 スポーツ活動 -12

27位 地域内の美化 -10 27位

集会所などの維持

管理

7 27位 スポーツ活動 -6 27位 高齢者対象の行事 -12

28位 地域のイベント -10 28位

寄り合いや生きが

いサロンなどの活

14 28位 健康づくり活動 -4 28位 地域内の美化 -9

29位

寄り合いや生きが

いサロンなどの活

-8 29位 班内の付き合い 18 29位

生涯学習関連の活

動

-2 29位 地域のイベント -8

30位

生涯学習関連の活

動

-6 30位 道路愛護 18 30位

寄り合いや生きが

いサロンなどの活

-2 30位

生涯学習関連の活

動

-7

10-20代 30-50代 60代以上総合

【Q4 年代別満足度率と重要度率の差順位】
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班内の付き合い

道路愛護

地域内の美化

消火対応

避難訓練など

避難や連絡体制など

防犯や交通安全活動

集会所などの維持管理

文化、芸能の継承

生活支援活動

移動

子どもの安全を支える活動

介護の相談ができる場

交流や情報交換ができる場

農地、山林などの維持活動

地域の魅力を宣伝する活動

特産品の開発や産物を販売する

活動や場所

住民向けの広報・連絡
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重要度率と満足度率の相関関係重要度率と満足度率の相関関係重要度率と満足度率の相関関係重要度率と満足度率の相関関係
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単位：％
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地域内の美化

地域のイベント

高齢者対象の行事

生涯学習関連の活動

健康づくり活動

寄り合いや生きがいサロンなどの

活動

子ども対象の行事

子育てなどの相談ができる場

日常的な不安や悩みが相談でき

る場や人

スポーツ活動

地域の魅力を宣伝する活動

移住受け入れ活動

結婚対策

ネットを活用した外部への広報

0 
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30 
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相関関係図について、右に行くほど

満足しており、上に行くほど重要と

感じていることを表している。

つまり、左上ほど、「重要なのに満

足でない」項目になる。

主に、防災関係、移動、介護につい

てが該当し、優先的な強化が求めら

れる。
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   ○満足度と重要度の差 

 

 

  

満足度と重要度の差を年代別に見ると、総合評価と年代別評価に差があることがわ

かる。例えば、総合では高齢者対象の行事は－12、子ども対象の行事は－20 である

が、年代別順位を見ると、高齢者対象の行事は、10�20 代は－4 の 26 位、30�50 代

は－13 の 26 位、60 代以上は－12 の 27 位、子ども対象の行事は、10�20 代は－32

の 9 位、30�50 代は－25 の 20 位、60 代以上は－17 の 21 位となっている。高齢者

対象の行事は年代問わず同様の評価となっているものの、子ども対象の行事は若年

層が必要性を求めていることがわかる。 

 

 

（５）単身の方が人と会って話す頻度 

 

単身の方が人と会って話す頻度についてみると、ほぼ毎日が 45 人で約 49％、次いで

三日に一回程度が 18 人で約 20％、一週間に一回程度が 10 人で約 11％、一か月に一

回程度が 2 人で約 2％、ほとんどないが 1 人で約 1％であった。 

 

 

図 単身の方が人と会って話す頻度 

 

 

 

 

 

 

 

-12 25位 -4 26位 -13 26位 -12 27位

-20 19位 -32 9位 -25 20位 -17 21位

60代以上

高齢者対象の行事

子ども対象の行事

総合項目 10-20代 30-50代

項目 ほぼ毎日

三日に

一回程度

一週間に

一回程度

一か月に

一回程度

ほとんどない 未回答

人数 45人 18人 10人 2人 1人 16人

％ 49% 20% 11% 2% 1% 17%

49%

20%

11%

2%

1%

17%
ほぼ毎日

三日に一回程度

一週間に一回程度

一か月に一回程度

ほとんどない

未回答

話す頻度についてみると、ほぼ毎日が約 5 割であった。 

年代別順位を見ると、10-20 代、30-50 代は「移動」、60 代以上は「消火対応」

がそれぞれ最も満足度と重要度の差が大きかった。 
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（６）10 年後上津江地域で暮らすために必要なもの 

 

10 年後上津江地域で暮らすために必要なものについてみると、地域内の病院が 314

人で約 25％、次いでバス等の公共交通が 259 人で約 21％、隣り近所の人とのつなが

りが 221 人で約 17％であった。 

 

 

図 10 年後上津江地域で暮らすために必要なもの 

 

（７）どのような地域にしたいか 

○自然・環境 

・静かで緑美しい地域 

・自然豊かで自然に親しめる地域 

・自然環境の保たれた地域 

・道路が整備された地域 

・自然の状態を誇れる地域 

・自然と共存できる地域 

・自然を残して山や川を活性化した地域 

・花と緑の自然の美しい地域 

・花の名所 

・花いっぱいの地域 

・草原の地域 

・災害のない住み良い地域 

・猪のいない地域 

・大雨でも安心して暮らせる地域 

 

項目

隣り近所の人

とのつながり

地域内の病院

バス等の

公共交通

災害への備え

（防災対策）

地域のイベ

ントや祭り

人数 221人 314人 259人 96人 24人

％ 17% 25% 21% 8% 2%

仕事（働き場） 地域の産業 お店（商店）

趣味やスポーツな

どの集まり

その他

138人 66人 111人 18人 8人

11% 5% 9% 1% 1%

17%

25%

21%

8%

2%

11%

5%

9%

1% 1% 隣り近所の人とのつながり

地域内の病院

バス等の公共交通

災害への備え（防災対策）

地域のイベントや祭り

仕事（働き場）

地域の産業

お店（商店）

趣味やスポーツなどの集まり

その他

10 年後必要なものについてみると、病院が約 3 割、公共交通が約 2 割であった。 
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○生活 

・活気のある地域 

・笑顔が絶えない地域 

・元気な明るい地域 

・心豊かに暮らせる地域 

・住み良い地域 

・安全安心な地域 

・のんびり暮らせる地域 

・住民の満足度が高い地域 

・差別のない地域 

・今を保てる地域 

・事件のおきない平和な地域 

・みんながあつまる地域 

・ふるさとを自慢できる地域 

・健康に暮らしていけるということに自信を持てる地域 

・働く場のある地域 

・後継者のいる地域 

・ある程度の収入が見込める地域 

・直産物を誇れる地域 

・若い家族も上津江に残ってくれる地域 

・５０年前のような地域 

・交流、楽しみが出来、食べるくらいの田畑をつくれる地域 

・車の運転ができなくなっても生活に困らない地域 

・青壮老のバランスのとれた住民が住む地域 

・森林及び田畑で仕事する人が精神的にも経済的にも夢を持って頑張れる地域 

○つながり 

・つながりの強い地域 

・本当の意味で住民の仲が良い地域 

・お互いの長所・短所を支えあう地域 

・みんなが助け合える地域 

・人と人が家族のように信頼できる地域 

・他の人に気配りの出来る人たちが住む地域 

・仲良く楽しく暮らせる地域 

・地域の人皆と一緒に過ごせる地域 

・行政住民共に心を通わせ頑張る地域 

・地域と市（政治）が協力して暮らせる地域 

○子ども・若者 

・子どもの声の聞こえる地域 

・若者が楽しみながら住める地域 

・高校通学できる地域 
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・若者の働き場所のある地域 

・若者が戻ってきたいと思える地域 

・子どもを育てたいと思える地域 

・若者が定住できる地域 

・子どもと大人が一緒に暮らせる地域 

・親から子へ温かさを引き継げる地域 

・昔のように子どもが多く、人がたくさんいる地域 

○高齢者 

・高齢者でも安心して暮らせる地域 

・高齢者が多くても楽しく生活できる地域 

・子、孫と一緒に暮らせる地域 

・楽に通院できる地域 

・早く病院に行ける地域 

・自宅で最後が迎えられる地域 

○地域外 

・安心して定住できる地域 

・移住者のいる地域 

・作り手が住みやすい地域 

・県外からの人達が住みたいと思う地域 

・定年退職者が転入したくなる地域 

・観光客が多く、にぎわいのある地域 

・海外を含む外部の人との交流ができ楽しめる地域 

・都市部の人に自然の良さを提供できる地域 

○共有の場 

・みんなで話し合える場のある地域 

・近所に困っている人がいれば助けられる取り組みのある地域 

・地域全体で物品をつくり高齢者もできる組織（システム）を作り会社化する地域 

・皆が気軽に立ち寄れる憩いの場がある地域 

・月１回の交流会のある地域 

・子ども、高齢者、働き盛りの青壮年が共に学び、働き、趣味やスポーツで集える

地域 

・住民が安心して生活できる環境整理、社会資本の保全、教養をもった自治体（危

機の管理体制の充実）育成を地元住民と共に作る地域 

○具体案 

・全員参加地域 

・自然を活用した観光の地域 

・林業といえば上津江！という地域 

・林業を主にした観光資源のある地域 

・農林等が金になる仕事である状況をつくる地域 

・草花の群生場所を紹介する地域 
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・送迎が充実した地域 

・生活支援活動の充実した地域 

・移動販売のある地域 

・地元で買物できる地域 

・買い物バスツアーのある地域 

・家の周りの草刈などを頼める地域 

・祭りや葬儀が出来る地域 

・地域のイベントや祭り等に老若男女が参加でき楽しく過ごせる地域 

・運動習慣のある元気な地域 

・上津江全体が盛り上がるような体育祭やスポーツイベントのある地域 

・人材の流出を最小限に抑えることができる公正・公平な市政に支えられた地域 

・公衆電話のある地域 

・精米できる地域 

・大都市 

・熊本県である地域 

・小国町のような地域 

・ドバイのような地域 

○施設 

・振興局周辺に施設が集約した地域 

・近くで買い物ができる地域 

・店や病院等が充実した地域 

・大型シヨッピングモールがある地域 

・コンビニやスーパーのある地域 

・軍事的な部品工場のある地域 

・職業訓練校や大学関係の学校のある地域 

・公設のワンルーム・アパートのある地域（一人暮らしになった時） 

・子どものいない人達のための施設がある地域 

・老人施設のある地域 

・建物の中に老人の憩いの場がある地域 

・通える店のある地域 

○交通 

・公共交通の整った地域 

・菊池方面のバスがある地域 

・小国へのバスがある地域 

・移動手段が格安な地域 

 

（８）意見・提案 

詳細は別紙のとおり。 

 



上津江

Q8.ご意見、ご提案

年代 性別 内容

出ごとに地元民がでてこない。移住者が役まわりを務めることに違和感あり。よくわから

ない会議多すぎ。ぼんやりしているので何も決まらないし、やる意味がない。時間がもっ

たいないです。

ソフトボールやボーリングなどの体育活動を増やしてほしい。上津江振興局は必要なの

でずっとあってほしい。

女 子供が遊べる公園等がほしい、地域の祭りに外部の人が参加し交流できれば楽しい

日田市の行政に期待を持てないので特になし

道路の事です。

今後高齢化で手の付けられなくなる仕事や作業の視える化をすることで（現状でも）将

来的に必要となる人材やサービスを知りたい。

女 お年寄りの方々にもスマホ・タッチパネルの操作を講習してみてはいかがでしょうか?

協力隊いりません

観光施設をつくり職場増、道路改良による近隣地域への時間短縮によるベットタウン化

（人口増）

移住受け入れよりも先に、流出対策(ex　振興局維持)に力を注ぐべき。災害への備えや

対応にもっと力を注ぐべき。直接実施→「安全な」市指定避難所が近隣にない。また、

熊本地震後ですら大山振興局を危険区域内に移設しているという市政に恐怖すら感じ

る。間接実施→迂回路の整備が1年以上経った今も落石防止ネットや大量の岩石が取

り除かれていない現状改善への県などへの申し入れがなされているか?　市営バス(デ

マンドバス)の運行時間をひたはしり号と同様に１８時台まで延長してほしい。小学校統

合により運行終了が早くデマンドバスを利用できない状況になっているため、学童保育

後の迎えについて、自動車免許を有していても非常に負担が大きい(年間1,200～3,200

㎞)。振興局統合の話がいつまでも残り、有能な人材の流出が加速して更に地域の活

力が失われることへの不安。

上津江に来た時にコミュニケーション(言葉のギャップ、文化の違いなど)を取るのが大

変だったが、みんなが助けてくれた。子育ても大変だったが保健師の訪問が嬉しかった

し、とても助かった。保健師の存在は大きかった。イベントもあったほうが良い。若い人

のために仕事場があると外からも入ってくるのでは。

休日とかにバイクや車が多くて運転が怖い。仕方ないけど。

今の人数では限りがあると思う。

今の活動を継続

率先して色々考えてくれ、行動してくれる方々はありがたいですが、一部の人間しか、

いつもいないし、前に進んでいくのに昔からいる年寄りがついていけない為、出てこなく

なりあまり良くない。昔の人と今の人が少し近づけることを進めてほしい。

今住んでいる所に２０年後人が住んでいる家が何件あるだろうと考えると死ぬまでここ

に住むのは無理かなあと思う。

ステップ運動教室嬉しかったです。ありがとうございます。

外の地域に比べて道の駅が寂しいので、もう少し力を入れるといいと思う。道の駅は上

津江をアピール出来る”顔”だと思うから。

週１回日田市の病院などの直行便があると助かる。

地域での共同作業が年々できなくなり、作業以外に交流・情報交換の場があると良い

人が減って苦役が多すぎる。負担になっている。役を押し付けられることが多く皆んな

負担に感じる。

地域活動のいろいろが自分の仕事の休日と会わないことが多く、その都度仕事を休ま

なくてはならない。

介護支援金の必要性

若者が帰ってきて、生活・子育てができる地域にしてほしい

通勤時間短縮のための道路整備、若者の市営住宅優遇等助成、空家紹介及び助成等

による移住推進

１．共同作業への取り組み２．道の駅の活性化が一番（町内の人達でも、町外の人を巻

き込んででもいいので、話し合う事）３．農業と使っていない農機具・機械屋をうまく関連

付けられない？４．旧上津江小の有効活用を募集してみては？

道路愛護も高齢者が増え、各世帯の負担が大きくなって来ているので側溝等にたまっ

た土や落ち葉等を一度市で整備してもらえれば雑草のできる場所も減り、草刈りをする

割合が少なくなると考えます。

男

20代

30代

40代

女

男

男

男
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上津江

これだけ住民が振興局を守ろうとしているので職員も一層の努力をすべし。地域にでて

現状を見てください。風の強い日、雨の多く降った日の翌日は職員は早く出勤して道路

を見て回る位の事をしてもいいのではないか。

上津江地区は、人口が減り、このままでは年寄りに成ってしまうでしょう。子供が、高校

に入学すれば、親までが出ていき、そのまま親が帰ってこない。問６の１０年後、上津江

は年寄りだけに成ってしまうのでは？このアンケートで１０年後変わっていなければこの

アンケートは意味がない。まず旧市内までの交通経路の県道、国道を整備し、３０分内

で行けるよう、行政は県に働きかけてほしいですね。

多くの人がボランティア活動の重要性を感じ参加してほしい（高齢者や児童等の見守り

等もボランティアの心から生まれる事と思います。）

旧小学校跡地を何らかの拠点施設にし、協力隊や企業が入り誰もが体験できる場所に

する。(木工関係、ＤＩＹなど)　子供から大人まで楽しめ、また健康維持につながるような

施設にする。 上津江の歴史が分かる部屋もあると良い。

高齢化の中で地域活動を行うにあたり、一部の方に過剰に負担がかかっているのでは

と心配致しております。

道路愛護は必要ですが、年齢が高くなりする方が大変だということ。早く豆生野の狭い

道を広くしてほしい。トラックがスピード出してくるので危ない。通る量が多いということで

す。

上津江に葬儀所があればと思います。

上津江公民館などでいろいろな活動をしてもらいたいです。

猪や鹿等の被害が大きいので対策をお願いしたい。

災害時の長期停電は大変心配です。電灯、電話、ＴＶ，冷蔵庫が利用不可。一番心配

なのは情報です。上津江はラジオの電波状態が悪くＮＨＫはとぎれとぎれ聞けるか聞け

ないかです。有線も不可であり、何で情報を得ればいいのでしょうか。ラジオの中継ア

ンテナの設置を希望します。野良仕事の時いいと思います。

「水郷ひた」の水が生まれ育つ「水源の里」づくりを。そこに住む人が居なくなれば安心

して飲める水の供給も出来なくなるが、費用対効果のことばかりろんじていれば無理。

若い人達も受け入れる市独自の施策が必要。

介護や医療、交通手段の確保は重要と思う。

最近、隣近所のつながりが薄れている。地域のつながりをもっと強くしないと人口は激

変すると思うる

周辺地域の活性化対策、振興局の充実、行革の180度転換

既存組織の編成

超高齢化社会では何をするにも難しくなってくる。どうすれば、どうしていけばいいので

しょうか。

現在住んでいる地域の一人ひとりが今、ほかの人の為に何ができるか考え、実行する

こと。一人では生きて行けないことは皆わかっていると思う。全員がそういう気持ちを持

てば、より良い地域になるのでは？自分勝手が一番悪い。

上津江には、雇用の場としての企業が２事業体ある。企業の存在は人口増と若い人た

ちの定住を図る上においては重要な位置づけにある。特に、第３セクターのトライウッド

は、行政の出資が入った重要な会社である。しかし、現在のトライウッドの経営は初期

の目的、理念を忘れた単なる製材加工場に陥っている。地域に根ざし、森林を守り育て

る事を基本的理念としての経営に立ち返ってもらいたい。その為には、リーダーであり、

経営者は地域に愛着を持ち、森林業に長けた人を抜擢してもらいたい。民間移管が３２

年までに実施するとのことであるが、トライウッドの今後が益々気になるところである

が。

私の地域も戸数が将来なくなる可能性があるので、現在空き家になっている子孫と連

絡と交流の出来るような事ができたら、空き家の今後についての処理と後継ができるの

では。

道路問題ですが、県道12号線、387号線の中央線が消えて見えない所がだいぶあるよ

うだ。特にオートポリスに来る若者達が左右かまわず突っ込んでくる。危険運転である。

日田土木事務所に強く言ってください。

言ってもむだ！

やはり若者が暮らせる上津江になって欲しい！そのためには上津江でも金がとれる、

生活ができる、それらの条件を考え整えるには行政の仕事もあると思う。職員の皆さ

ん、期待しています。頑張ってください。

女

男

50代
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上津江

私の地域は、筑後川の源流にあって、水の郷であり、またシャクナゲ園（程野）、白草地

区の地区を上げての花一杯運動等ほかの地区にはない、外部から人を呼び込む施

設、場所があり、交流人口増を図るにはもってこいの場所である。今後「都留地区を元

気にする会」を立ち上げ実行委員会をもって地域活性化を図って頂きたい。

今後、自治会存続が難しいところも出てくると思うので自治維持組織か何かを立ち上

げ、その中で問題点や方向性など話し合えば、何か知恵が出て活動にも生きてくるの

では。どの様な活動をしていけば良いかも話し合っていくことで何らかの方向性がみえ

るのでは・・・。どんなに年老いても上津江に残りたいと願う家庭は、現在いる家庭のほ

とんどの方だと思う。

声かけあい、寄り合わせて参加すると「楽しかった」「行って良かった」と一緒に感じられ

て又、次も・・となるので、私自身も寄合、声かけを実践しています。行政の方もチラシ

配布にとどまらず、積極的に声かけをしてくださいね。

上津江では小国が近いので買い物通院などに乗り入れバスを行政で話し合って動か

すべきです。たた、猪や鹿などの特産品を使ったジビエ料理を日田市内の店舗（津江茶

の販売をしている国道沿いのセブンイレブン向かい側の店舗です）で食べさせると同時

に、津江産物の販売もしたら良いと思う。また、栃原の温泉センターは外からの人も楽

しめるようなレジャー温泉にして周りにも子供たちが遊べるような遊具を置いたり、キャ

ンプやバーベキューなどできるようにすれば観光客が来ると思います。山間地で生活す

る人のためには、交通費などの負担が多くならないため税金で補助すべきです。また。

高齢者が楽しめるような場を作り、自由にバスを利用して参加しやすいようにすべきと

思います。

行政職員ひとり一人が自分に何ができるのかを考えて行動してほしい。共に考え行動

する地域。周辺部を切り捨てない

若い人に活動してほしい。人口の増。

地域の人々は皆やさしく良い人ばかりだが、あまり他人に頼ろうとせず、一人で頑張る

方が多いと思う・・・難しい。気軽に立ち寄れて、茶飲み会ができるような場所を提供で

きたら良いかなと考えます。(各地域に細かく)

また、60代後半なので地域の中での暮らしはやや満足しています。いろんな活動も積

極的に参加していますが、その軸になっているのは振興局だと思います。(公民館もそう

ですが)中津江村との合併言々ではなく、上津江独自でいろんな活動に活発に参加する

ことに意義があると思います。今、ここでがんばっている若者の意見を尊重して共に学

んでいけると良いと思います。私は、近所の方やよそからくるお客さんに声をかけたり

上津江の宣伝を自分なりにしています。まずは声をかけあっていければと思います。

人が集まる施策、振興局職員が地域を回り住民とともに地域を盛り上げていこう

30年位前は、集落の祭り等は行っていたが、年を追う毎になくなり、となりの人と話す機

会も減ってしまって都会のようだ時々感じるまわりや自分が年をとると言う事はこんな事

だろうと淋しく思う。近くの集落がいくつか一緒に集まり花見や忘年会等楽しく出来ない

ものでしょうか。

一人暮らしになっても安心して生活出来る、支援、環境

小さな地区にも必要な予算は上げてほしい

道路がもっと良くなるとよい

市営住宅について、上津江の場合本所の規定を当てはめるのは止めて欲しい。上津

江振興局の判断に任せるべきだ。空室にしておくと防犯上悪いし、建物も傷むばかりだ

と思う。この件については、強く本所にいうべきだと思う！

前に婦人部の店があった。とても良かった。自治会等でそんな店は出来ないかな？そ

して配達又は一人暮らしなどの人の食事のお世話等、月に2回位でも。

道路問題です。今の子供は結婚をしたがらないので一番の心配です。

公民館フェスティバルでの上津江村歌（コーラス部）は、大変懐かしく元気が出た。市町

村合併で失われたものもあるが、再発掘して良いものは次世代へ繋げていくことも自分

たちの役割ではないかと思う。又、公民館教室のいききステップ教室は健康で長生きす

る為にも大変良いと思っている。・運転できなくなった時の事を考えると一番不安であ

る。通院専用の介護バスや介護タクシーのようなものがあったら、利用する人は多いと

思う。高齢になってくると日田市内が遠く感じられ、日田市内まで行く事が体力的にも負

担になり、又、経済的にも大きな負担である。

葬儀など若い人が少なくなった今、手伝いなど困難なこともあり、見直して、町全体を同

じような態勢にすると良いと思う。自治会女性部にて行っている花植えは廃止を希望。

７０歳になるけど、まだ母９４歳で元気です。１泊旅行にゆっくり行きたいけど、村内に泊

めてくれるところがないので、とても不安です。やすらぎ苑に１泊２泊まで泊めてくれるよ

うにして欲しい。

60代

女
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上津江

地域での美化活動として花を植えることをしていますが、皆さん高齢化で、少しずつ

年々と無理な地区もあると思います。縮小していくか区域、人数を拡大していくか一度

皆さんで考えてみては。

高齢、過疎化が進むこの地域にあって、こうすれば良いという妙案はありません。上津

江のおかれている立地条件、長い間に育まれた生きざま(人間性)が村おこしの障害に

なっている。これを克服することが第一である。

トライウッド工場の近隣住民に対する公害についての配慮の希薄なこと。例１）異臭の

ひどい黒煙の放出、特に１２時前後の昼食時の黒煙には幻滅を覚えます。食事どころ

では無い話。例２）大鋸屑の近隣飛散に対しての無策な実状等々対策として煙突を高く

するとか、風の方向性を研究するとか色々公害に対しての改善方法はある筈と思いま

す。これは近隣住民及び世間に対しての企業努力の欠如だと考えます。住民の「声な

き声」への配慮を大切にして欲しいと思います。自然豊かな空気の綺麗な住み良い地

域にするには地方行政と企業が一体となって取り組むことが大事だと思う。一番駄目な

のは「馴れた目、惰性の行動」には何の進歩も改善もむまれない、常時啓発の心を持っ

て行動に移す事が大切だと思います。

祭りの回数は現状のままが良い

見守り活動、となりの付き合い向上

林業を主にした観光資源の開発や山から出る水を利用した観光又滝を利用した観光や

遊歩道を作り、都留・川原・上野田・雉谷に有る滝の開発ができたらおのずと人手が入

り、老人でも若い人でも仕事ができ、人口が増加するのではないか？

今、市がやろうとしている市振興局の業務委託の件、まず一歩を踏み出すことだと思い

ます。そして、問題がでれば変更・改良していくことによりよりよい組織になると思う。市

の考えは正しいと思う。地域のことは地域で！

全町民が一同に会する産業文化祭等は今後も続けたい。老人クラブ活動は自治会内

で活動するほうが良い。

公共施設（小、中学校、温泉）がだんだん少なくなっているのが一番の過疎を早くする

のではないかと思う。

火災時初期消火をする人が昼間居ない。産物販売は今は取りに来てくれるから助かっ

ているが、なくなると出来なくなる。

火災(初期消火)や災害が実際に起きた時に対応がどうなるのか心配。１人なので運転

が出来なくなった時や山などの管理が出来ないことも不安。ただ、あまり周りに迷惑を

かけたくないという思いもある。

製材所の煙、油交じりの黒煙です。一日に何回も凄いにおいとのこくずの飛散です。振

興局の人は見たことが無いのでしょうか。仕事の方は必要なことだとは理解できます

が、煙突を高くするとかカバーをつけるとかのこくずも囲いをつけるとか何か考えて欲し

いです。外から来た客もびっくりしていました。「街場だったらすぐに問題だよ」って一生

懸命働いている姿にはいつも感心しています

年2回の道路愛護以外にも冬の始まりの11～12月頃にもう1回プロの人達による道・山

に近い所の設備をしてほしい。

近くに小規模多機能の高齢施設があれば良い

人口が少なくなるばかり少しは現状を見回ってほしい

年なので自分のことができれば幸いです。

元気でも動けても食事を作れなくなった時、お弁当の配達等できたら、上津江にいつま

でも住めると思います。

将来、上津江振興局移転についてこれから一人暮らしの高齢者が増加してゆく事でしょ

う。孤独死ゼロの地域を目指してほしいと思います。それで、振興局跡を老人ホームの

ような施設にリフォームしてほしいと思います。大好きな上津江で一生を終えたら幸せ

で最高です。

上津江を一つの集合住宅にして、病院や学校、公共事業など便利よく一つの町にした

らよいと感じ、合理的だろうと思う。なんでも一括でこれから先高齢になってくると特に安

心だと思う。夢。田舎暮らしはとても自然が一杯で良いがだんだん年齢を重ねて来る

と、不便になり生活が困難になってきます。

集まるためには足(車)のない人もあるので、どなたでも集まれる方法を考えたい。

先の事を思うととても不安です。人口はなくなってしまいそうです。役員になる人がいな

いです。

高齢者が多いので若い子の負担が心配。また、若者が少なくて道路愛護など老人と女

ばかり。先が心配です。

主人と自分の身体を守ることが今は一番です。

５，６件で人数も少なくて、活動や事業など考えられません

男

70代

女
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上津江

単身者が皆集まって暮らせる建物があり、助け合って暮らせる。遠くの子供の所へ行か

なくて済むように住み慣れた所で最後をむかえられたらいいな。

老人ホームが出来たらいいと思います。

自分が年齢を重ねた結果なので文句は言えません。しかし、道路愛護の草刈りや花植

え、かなり重労働におもえてきました。年齢から考えて、何歳くらいまで出来るか、迷惑

をかけるか不安です。

広瀬淡窓の教育理念、天領行政の歴史を基本に教育力・行政力を引き継ぎ、里山生活

に熟知した住民の知恵を活かし、住民と行政の協調した組織を作りたい。

今後、高齢化していくのに伴い、班長の人材が少なくなります。振興局又は市役所にお

いて3～4地区に1人あたりの班長職を設け、班長代行をしてもらいたい。それに伴い、

振興局等との連絡また申請などの代行も依頼できる職員を任命してスムーズに諸手続

きが可能な体制を考えてもらいたい。将来、不要となった建物などを活用して高齢者養

護の施設に改良してもらいたい。例えば、振興局の再利用、旧校舎、諸施設等の再利

用をもって雇用の促進にもつなげる。身体不自由な人々、高齢者をできるだけ住みよい

町づくりに考えをもって施策を続けてほしい。

問4関係　2.は行政がやるべき、税金をとり、その金で使う？　3.折角、元県議の井上不

二雄さんが植えた桜を道路改修時に植えなおさぬバカ者の顔が見たい。　25.他の地区

と比較にならぬ進取の気性が全くない。別府の市長さんを見習うべきです。やればでき

る。九重町の元町長　坂本和昭さんの爪のアカでも？　29.　市長さんが重要会議に出

らずヒル寝しては話にならぬ。　問8　頭の古い人が多く、考え方が自分と全く考え方・発

想が違う。全く構想なく、なるが儘の方が多く天真爛漫の人が多すぎます。

人口が増えること

今のままで満足している

今も昔も良いことは残したいと思うる

今の所、色々心配は有りますが、思う様に訳が分かりません書いてません。

市営バスを無くさないでほしい。診療所を無くさないでほしい

老人施設があると楽しそう。農協等日田の本店に行かなくて良いように（金融機関）菊

池への交通が出来るといいと思う。

80年過ごしているから今までと同じよう暮らしたい。

日田行きのバスの時間を調整してもらいたい。（日田に着く時間が10時30分頃までに）

現在の時間では11時30分では病院に間に合わない。（日田バスに話してほしい）

90代以上 女 若い人達がよろこんで定住してくれる集落である事を望みます。

80代

女

男
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